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１．目的 

現在日本では、車離れが進んでいるといわれています。では、ホントに車を持っていない

人が増えているのか、20年前と現在の各都道府県の平均所得額と自動車保有台数を調べま

した。 

 

２．仮説 

所得が増加すると、台数も増加する。交通手段が一家に一台から一人一台になる。 

しかし、都市型都道府県では、大量交通輸送手段としての鉄道網の整備がなされているの

で、一家に一台から増えないのでは。 

 

３．調査方法 

統計ソフトの｢R｣を使って解析してみる。 
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